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会社戦略と現場の相互理解で、真に“風通しの良い職場”へ。実現力を高める成長する組織づくりの取り組み
2024年4月、1,000人を超える職場のリーダー層と社長・副社長の3名が一堂に会し対話して、全社の戦略と現場課題を相互に理解
する「社長・副社長と語る会」を開催しました。社長・副社長から一方的に戦略を説明するのではなく、参加した社員からも質問や 
意見をチャットアプリを使ってライブ共有する双方向型の会で、参加した社員からは、戦略や風土改善に関する課題など、多数の生の
声が上がりました。社長からは「もっと対話の場をつくっていく。皆さんには職場の中で是非伝播していってほしい」と参加者に声掛け
がありました。
　デンソーでは、現場の課題こそが変革の原動力だと捉え、役員・
各部・工場などそれぞれが各階層で課題解決に取り組んでいます。
しかしながら、皆が違う方向を向いて努力をしても、企業としての
カルチャー変革にはつながりません。一部の社員だけでなく、各
職場の全員が会社戦略を深く理解し、各社員・組織が迅速・的確
に考え行動するために、役員との対話以外にも、各職場内での対
話機会を設けて組織の実現力強化を図っています。環境変化を 
直視し、新しいことに挑戦できる職場風土づくりを通じ、社員一人
ひとりが成長を実感できる組織を目指します。

製造資本の強みと戦略
環境変化が激しい時代に新たな価値を創出して持続的な成長
を遂げるためには、これまで積み上げてきた製造資本にさらに
磨きをかけることが不可欠です。
　デンソーは、市場のある地域・お客様の近くで製造すること
を基本方針とした「グローバル生産供給体制」と、魅力ある製
品を先進技術と生産現場で継続的に価値創出する「工場」の両
輪で、培ってきた強みを活かし、外部環境変化・リスクへの先回
り対応を進めていきます。
　グローバル生産供給体制においては、CASE進展に伴う事業
ポートフォリオの入れ替えに併せて、成長事業へのシフトや域
内・グローバル集約による各地域の生産供給体制の最適化を
進めています。また、ブリッジ生産やリスク在庫の適正保有など
のBCP体制を構築し、変動が激しい環境下でも安定した生産を
実現することで、コストを最小化できるような体質強化も図って
います。さらに、労働人口減少・高齢化や、日本における物流
2024問題（ドライバー不足）などの社会課題解決にも挑戦し、
強靭なサプライチェーンの構築も目指していきます。
　工場においては、製造ラインの自動化やデータ分析に基づく
生産性向上、カーボンニュートラルなどの取り組み加速と、
CASE・生産基盤への戦略的な投資で体質強化を図っています。
また、2030～2035年に向けては、電動化などの成長事業に
おいて革新ラインを導入するほか、水素ビジネスをはじめとす
る新しい事業領域やモノづくりサーキュラーエコノミー（リサイ
クル材活用）において、内燃領域で培った固有技術や高度技能
を活用することにより、エンジニアリング強化・製造技術の開発
を進めていきます。さらに、「24時間無人稼働」「フルデジタル
オペレーション」「完全カーボンニュートラル」など、理想的な 
工場の実現を目指し、挑戦を続けていきます。

設備投資額

3,946億円

CO2総排出量

50%削減（2020年度比）

グローバル地域生産拠点数

25カ国 127工場

デンソーの製造資本の特徴
（2023年度実績） 

資本強化の取り組み概要
デンソーは、生産技術革新と現場改善で進化し続けるモノづくり基盤を強みとして、
グローバル生産拠点や、専門技術と技能で具現化・実行する組織・社員など、多く
の優れた製造資本を積み上げてきました。CASE進展に伴う事業変化や不確実な
外部環境に追随できるグローバル生産供給体制を構築するとともに、環境規制や
労働人口減少などの社会課題解決まで踏み込んだ新時代のモノづくりにも挑戦し
ていきます。さらに、工場については、従来の強みである「総智・総力による創造性」
に「データに基づく科学的・合理的な分析」を組み合わせ、弛まぬ改善を続けるデン
ソー流デジタルツイン工場へ進化させていきます。

製造資本

価値創造事例

私は、主に定型業務を担う”実務職”として新卒入社しました。入社
当初は他メンバーのサポートが中心でしたが、3年目以降、ブランド
浸透活動の一環で、海外地域や国内グループ会社の担当者へのブ
ランド教育など、企画業務にも挑戦するようになりました。様々な
仕事を通じて成長実感が増すにつれ、「私も次世代に襷をつなぎた
い」と思うようになり、2020年に総合職転換しました。転換後は、
より当事者意識を持って仕事に取り組めるようになったと思います。
　2024年度からは会社としても実務職・総合職の区分を廃止しま
したが、自分自身が、仕事の幅を広げる中で入社時には想定してい
なかった将来のキャリアを描くようになったので、今後は、仕事を通
じて得られる充足感・喜びを、私自身が周囲に伝えられるようにな
りたいと思っています。

入社以来約16年、カーエアコンの設計担当としてハードウェア技術
者のキャリアを築いてきました。経験から得た自信と反比例して技
術者としての成長鈍化も感じる中で、プログラミングの基礎から学
べるソフトウェア開発のリカレント研修を知りました。全くの未経験
分野でしたが、研修はサポート体制も手厚く「自分にもできるかも
しれない」との想いを強め、挑戦を決意しました。
　約半年にわたる座学・実習などの研修を通じて基礎的なスキル
を習得し、配置転換を経て、現在はソフト生産革新部でソフトウェア
開発のプロセス改善業務を担当しています。進みたい道に第一歩
を踏み出しましたが、必要な知識は山ほどあり、新たなフィールド
で頼られる存在になるためにはさらなる知識習得や経験の蓄積が
必要です。継続して自主研鑽し、仕事で実践を積みながら、なりた
い自分に一歩ずつ近づいていきたいと思います。

グローバル生産供給体制
デンソーでは、お客様の近くで製造することを原則とし、北米、
南米、欧州、アジア、中国、日本の6つの地域で、競争力の高い
生産体制を構築し、世界中の生産拠点で地域No.1の品質・コ
スト・納期の実現を目指しています。現在、CASE進展に伴う事
業ポートフォリオの入れ替えに加え、様々な地政学リスクのもと
でもお客様に安定的に製品をお届けすることができるように、
変化・変動に強い生産供給体制の構築に取り組んでいます。 
電動化の主力製品であるインバータ製造の増強に向けては、 
内燃機関製品工場から電動化製品工場へのシフトを先行して
進め、日本・北米・中国・欧州に続き、今後はアジアでの生産を
予定するなど、成長事業におけるグローバル全体での生産体制
構築と生産能力増強を目指していきます。（事業別概況：エレク
トリフィケーションシステム  P. 82–83 ）
　また、日本においては、サプライヤー・生産拠点・お客様をつ
なぐサプライチェーン上でのドライバー不足、材料や製品の輸
送で排出される物流CO2削減などの課題に対し、輸送会社やサ
プライヤーだけに任せるのではなく、デンソー自らが物流の合
理化・デジタル化などでサプライチェーン全体を巻き込みなが
ら解決することに先陣を切って取り組み、お客様に製品を納め
る「納入物流」、サプライチェーンスルーで荷姿形成する「荷役
作業」、部品を届けてもらう「調達物流」での改善事例を展開・
拡大していきます。

役割意識にとらわれず、 
仕事を通じた成長に向け 
挑戦を続ける
広報渉外部 ブランド推進室
坂井 理紗

ソフトウェア技術者として 
新たなキャリアを築く。 
リカレントで描く自らの未来像
ソフト生産革新部
広瀬 貴之
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社長 
役員

部・室・工場・課長

現場

各階層で対応に全力を尽くし、階層内で
解決できない課題は迅速に共有し、共に
課題解決にあたる

成長を実感でき
高い成果が生まれる組織へ

多様な力が結集して
総智・総力で課題を解決

風通しの良さ、
自由闊達な風土


